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平成２０年度平成２０年度 環境省環境省
「エコインターンシップ「エコインターンシップ プログラム」プログラム」

大学のご担当者様向け説明会大学のご担当者様向け説明会

～「環境のことを考えて働く」人材育成プログラム～～「環境のことを考えて働く」人材育成プログラム～

（東京会場）平成（東京会場）平成2020年年33月月1414日日1515時時3030分～分～

於：こどもの城於：こどもの城 904904・・905905室室

（大阪会場）平成（大阪会場）平成2020年年33月月1818日日1515時時3030分～分～

於：大阪府立女性総合センター於：大阪府立女性総合センター セミナー室セミナー室22

環境省エコインターンシッププログラム事務局環境省エコインターンシッププログラム事務局
（社）環境情報科学センター（社）環境情報科学センター
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１．エコインターンシップ事業の趣旨１．エコインターンシップ事業の趣旨

＜エコインターンシップ プログラムの狙い＞

学生に対する実践的な環境教育の場の提供

企業の環境管理の取組について、情報提供の促進

民官一体になった「環境のことを考えて働くこと」のできる
人材の育成

＜環境省＜環境省 エコインターンシップエコインターンシップ プログラム＞プログラム＞

大学生・大学院生を企業の環境管理部門にインターンシップ
生として派遣し、企業の環境管理に関する業務を体験しても
らう事業
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１．エコインターンシップ事業の趣旨１．エコインターンシップ事業の趣旨

大学生・大学院生を企業の環境管理部門にインターンシップ生として派
遣し、企業における環境管理に関する業務体験

大学生・大学院生を企業の環境管理部門にインターンシップ生として派
遣し、企業における環境管理に関する業務体験

学生に、「環境のことを
考えて働く」実践的な体
験の機会を提供

学生に、「環境のことを
考えて働く」実践的な体
験の機会を提供

企業に、環境保全の取組
について情報発信し、フ
レッシュな意見を取り入れ
る機会を提供

企業に、環境保全の取組
について情報発信し、フ
レッシュな意見を取り入れ
る機会を提供

次世代に向けた環境意識の高
い人材を育成
仕事・就職の観点から、持続可
能な社会の構築に寄与

次世代に向けた環境意識の高
い人材を育成
仕事・就職の観点から、持続可
能な社会の構築に寄与
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２．平成１９年度エコインターンシップ２．平成１９年度エコインターンシップ
実施事例の紹介実施事例の紹介

7/25 ：説明会開催（企業・大学・学生向け）

7/25～8/17：受入企業募集期間
7/25～8/24：学生募集期間
8/31           ：事前研修（マナー研修、企業の環境管理について等）
9月上旬 ：学生の受入先決定

10月～12月：インターンシップ実施
2/13            ：シンポジウム開催
3/10～3/21 ：追加実施

様々な学部・専攻から
２３名が参加

様々な学部・専攻から
２３名が参加

住友化学（株）
（株）村田製作所
旭硝子（株）
セイコーエプソン（株）
の４社が８名の学生を受入れ

住友化学（株）
（株）村田製作所
旭硝子（株）
セイコーエプソン（株）
の４社が８名の学生を受入れ

（株）東芝セミコンダクター社が２
名の学生を受入れ
（株）東芝セミコンダクター社が２
名の学生を受入れ
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ①①

○住友化学株式会社
実施期間：平成１９年１０／２２～１１／２（２週間）

受け入れ部署：本社 レスポンシブルケア室、

大阪工場環境安全室

学生：浦井泰奈（大学院海洋科学技術研究科１年生）

広瀬淳哉（大学院経済学研究科１年生）

実施内容：大気汚染物質の拡散シミュレーションに関する業務
など
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ①①

実施スケジュール
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ②②

○株式会社村田製作所
実施期間：平成１９年１０／２２～１１／９（３週間）

受け入れ部署（２ヶ所）：環境管理部、製品安全推進部

学生：大久保洋之（大学院基礎工学研究科１年生）

菅原有紀（法学部３年生）

実施内容：企業のＣＳＲレポートの比較調査業務

製品に含有する化学物質のサプライチェーン管理

体制の構築に関する業務 など
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ②②

実施スケジュール（その１） 実施スケジュール（その２）
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ③③

○旭硝子株式会社
実施期間：平成１９年１１／５～１１／１６（２週間）

受け入れ部署：本社社会環境室、

千葉工場 安全環境室

学生：北聖吾（経済学部経済学科３年生）

山添愛（大学院教育学研究科１年生）

実施内容：フロンの回収・破壊プロセスに関する業務 など
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ③③

実施スケジュール
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ④④

○セイコーエプソン株式会社
実施期間：平成１９年１２／１０～１２／２１（２週間）

受け入れ部署：本社経営戦略室 信頼経営推進部（環境担当）

学生：木場智弘（教育学部環境教育専攻３年生）

町田龍亮（大学院システム情報工学研究科１年生）

実施内容：製造工程における化学物質管理業務 など
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ④④

実施スケジュール
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ⑤⑤

○株式会社東芝
実施期間：平成２０年３／１０～３／２１（２週間）

受け入れ部署：セミコンダクター社 環境企画推進部

四日市工場 施設管理部

学生：高柳一朗（大学院環境・エネルギー研究科１年生）

古山悠美（国際総合科学部国際総合科学科２年生）

実施内容：半導体製品の製造時の環境への取組みや

環境マネジメントシステムについての学習 など
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エコインターンシップ実績エコインターンシップ実績 ⑤⑤

実施スケジュール
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環境省エコインターンシップ環境省エコインターンシップ シンポジウム①シンポジウム①
～「環境のことを考えて働く」どんな働き方ができるだろう？～

２／１３（水）１３時～１６時 日本科学未来館 「みらいCANホール」
プログラム
基調講演：「環境問題の解決に向けて企業は何をなすべきか」

安井至氏（国連大学名誉副学長）

平成19年度エコインターンシップ プログラム活動報告

パネルディスカッション

＜パネリスト＞石野耕也氏 （環境省大臣官房審議官）

塩崎保美氏 （住友化学株式会社 理事）

ピーター D. ピーダーセン氏 （株式会社イースクエア代表取締役社長）
村尾信尚氏 （関西学院大学教授、日本TV系列「NEWS ZERO」メーンキャスター）

＜コーディネーター＞草野満代氏 （キャスター）

参加者：約２５０名（約半数が学生）
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環境省エコインターンシップ環境省エコインターンシップ シンポジウム②シンポジウム②
～「環境のことを考えて働く」どんな働き方ができるだろう？～

＜シンポジウムに参加した学生のアンケート結果の一例＞

N=91

＜エコインターンシップに対する学生の意見（抜粋・一部改定）＞

• 環境部門の仕事を実際に経験しておくことで、環境問題への対応を意識しながら仕事に取り
組めると思ったから

• 企業に入社してからでは今感じていることを実際に声にすることが難しくなるかもしれないの
で、学生の立場で企業の取組に参加してみることで、現実を見てみたい

• データなどを見ても正直ピントとこない。実際に、体感することにより、厳しさを感じてみたい
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３．大学にご協力いただきたい内容３．大学にご協力いただきたい内容

＜インターンシップ参加資格＞
原則として関東・関西地区に所在する大学に在学中であること

大学２年生以上（平成２０年４月１日時点で満２０歳以上、大学院生含む）

専攻不問

企業の環境への取組に関心があること

インターンシップ関連の保険に加入し、かつ適用されること

・傷害保険「学生教育研究災害傷害保険（学研災）」

・賠償責任保険「学研災付帯賠償責任保険（学研賠）」

※もしくは、上記と同等の内容が保障される保険

インターンシップ開始前に行う事前研修※に参加すること

※事前研修（７月末実施予定）

①社会人としてのマナー教育、②企業の環境管理の基礎的な教育
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＜インターンシップ実施概要＞

募集人数：２０名程度（予定）

受入企業数：１０社程度（予定）

実施場所：受入企業の指定する事業所

費用：交通費、宿泊費等は受入企業から支給

報酬：原則として支給されません

インターンシップに参加する学生は、受入企業の就業規則
や機密保持等に関する誓約書、覚書等を提出していただき
ます

３．大学にご協力いただきたい内容３．大学にご協力いただきたい内容
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インターンシップ参加学生の募集
インターンシップ参加学生の募集及び派遣決定後の各種手続きについて、ご
協力をお願いいたします。

インターンシップ関連保険の加入の確認について
インターンシップに参加する学生には、 「学生教育研究災害傷害保険」なら
びに「学研災付帯賠償責任保険」（あるいは、それらと同等の内容が保障さ
れる保険）が適用になることを必須条件としていますので、学生から問い合
わせがあった場合には、対応をお願いします。

単位認定について
可能であれば、本インターンシップの単位認定についてご検討ください。

受入企業との間で協定書等の取交しについて
インターンシップ生を受け入れる企業から要望があれば、大学と受入企業と
の間で、協定書等を取り交すことについて協力をお願いします。

３．大学にご協力いただきたい内容３．大学にご協力いただきたい内容
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４．具体的な手続き方法４．具体的な手続き方法

＜受け入れ企業＞
インターンシップ生受入れ

＜事務局＞

ホームページに「会社名」、「インターンシップ実施日」、
「実施場所」、「研修カリキュラムの概略」を公開

※公開は４月上旬からの予定

＜学生＞

希望するインターンシップ先を明記
のうえ、エントリーシートを事務局
に提出
※学生の募集は５月の予定

＜大学＞
・保険加入の手続き
・単位認定の確認

・受入企業から要望があれば、
協定書等の取り交し

＜学生の選考＞

事務局において、書類選考及
び面接を行い、受入企業と協
議のうえ、決定
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４．具体的な手続き方法４．具体的な手続き方法

インターンシップに参加を希望する学生が行う手続き
＜インターンシップへの参加申し込み時（学生→事務局）＞

エントリーシート＜案＞ ・・・資料１

＜インターンシップ開始前までに取交す書類＞
覚書＜案＞ （受入企業－学生－事務局） ・・・資料２

（要望があれば）受入企業と学生の所属する大学間で協定書等

＜インターンシップ開始時に提出＞
保険加入証明書

誓約書＜案＞ （受入企業あて・事務局あて） ・・・資料３

＜インターンシップ終了時＞
インターンシップ体験報告書＜案＞ ・・・資料４

その他必要書類（大学及び受入企業から要望があれば）
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５．平成２０年度実施スケジュール（予定）５．平成２０年度実施スケジュール（予定）

～５月２日（金）： 受入企業募集期間

５月上旬： 学生向け説明会

５月上旬～下旬： 学生の申込期間

６月： 学生の選考・大学との調整

７月初旬： 学生の受入先企業の決定

７月末： 事前研修

８月～９月頃： インターンシップ実施期間（２週間以上）

冬： 成果報告会の開催
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６．アンケート６．アンケート

大学のインターンシップに関する支援制度について大学のインターンシップに関する支援制度について
教えてください！教えてください！

インターンシップの保険制度（学研災、学研賠など）の適
用条件

インターンシップの単位認定制度の有無

受入企業及び事務局との間で、覚書あるいは協定書等
の締結が可能か

学生の応募方法として、学校推薦のような方法は可能か

よろしければ、添付のアンケート用紙にご記入いただき、説明会終了
時に提出していただくか、後ほど、FAX、メール等で事務局まで送付く
ださい。ご協力のほど、どうぞよろしくお願い申し上げます
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７．お問い合わせ先７．お問い合わせ先

＜環境省エコインターンシップ
ホームページ＞

http://www.env.go.jp/chemi/
kagaku/ecointernship/index.html

＜お問い合わせ先＞
環境省エコインターンシッププログラム事務局
（社）環境情報科学センター エコインターンシップ担当まで

〒102-0081 東京都千代田区四番町8-19 番町ポンピアンビル
電話：０３－３２６５－４０００ FAX：０３－３２３４－５４０７
E-mail: ecointernship@ceis.or.jp


